
　

「
ス
パ
イ
ラ
ル
ア
ッ
プ
」
と
い
う
言
葉
を
知
っ
て
い
ま
す
か
。
多
様
な
関
係

者
が
議
論
し
な
が
ら
、
常
に
新
し
い
解
決
策
の
検
討
を
行
い
、
実
際
に
反
映
す

る
と
い
う
流
れ
を
繰
り
返
し
続
け
る
こ
と
で
、
常
に
前
の
段
階
よ
り
も
良
い
状

態
を
つ
く
っ
て
い
く
と
い
う
考
え
方
で
す
。
今
回
紹
介
す
る
「
都
立
明
治
公
園
」

で
は
、
実
際
に
こ
の
考
え
方
を
取
り
入
れ
た
公
園
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　

年   

月
に

初
の

P
a
rk

-
P

F
I

を
活
用
し
た
公
園
と
し
て

オ
ー
プ
ン
し
た
こ
の
場
所
は
、
豊
か
な
自
然
の
中
で
の
ん
び
り
と
く
つ
ろ
ぐ
人
、

イ
ベ
ン
ト
に
参
加
す
る
人
、
遊
具
で
遊
ぶ
人
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
や
飲
食
を
楽
し

む
人
で
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

多
様
性
を
大
切
に
し
、
よ
り
よ
い
場
所
に
す
る
た
め
の
工
夫
を
重
ね
る
都
立

明
治
公
園
と
は
、
い
っ
た
い
ど
ん
な
施
設
な
の
で
し
ょ
う
か
。
一
緒
に
探
っ
て

み
ま
し
ょ
う
。

　

「
ス
パ
イ
ラ
ル
ア
ッ
プ
」
と
い
う
言
葉
を
知
っ
て
い
ま
す
か
。
多
様
な
関
係

者
が
議
論
し
な
が
ら
、
常
に
新
し
い
解
決
策
の
検
討
を
行
い
、
実
際
に
反
映
す

る
と
い
う
流
れ
を
繰
り
返
し
続
け
る
こ
と
で
、
常
に
前
の
段
階
よ
り
も
良
い
状

態
を
つ
く
っ
て
い
く
と
い
う
考
え
方
で
す
。
今
回
紹
介
す
る
「
都
立
明
治
公
園
」

で
は
、
実
際
に
こ
の
考
え
方
を
取
り
入
れ
た
公
園
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
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月
に
東
京
都
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の

P
a
rk

-
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F
I

を
活
用
し
た
公
園
と
し
て

オ
ー
プ
ン
し
た
こ
の
場
所
は
、
豊
か
な
自
然
の
中
で
の
ん
び
り
と
く
つ
ろ
ぐ
人
、

イ
ベ
ン
ト
に
参
加
す
る
人
、
遊
具
で
遊
ぶ
人
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
や
飲
食
を
楽
し

む
人
で
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

多
様
性
を
大
切
に
し
、
よ
り
よ
い
場
所
に
す
る
た
め
の
工
夫
を
重
ね
る
都
立

明
治
公
園
と
は
、
い
っ
た
い
ど
ん
な
施
設
な
の
で
し
ょ
う
か
。
一
緒
に
探
っ
て

み
ま
し
ょ
う
。

Uni-Voice
このニュースレターでは、新宿区の取組や、ＵＤス
ポットの紹介、利用者の声などをお伝えしていきます。

UDとは？UDとは？

ユニバーサルデザインユニバーサルデザイン

　年齢・性別・国籍・個人の能力等にかかわらず、

できるだけ多くの人が利用できるよう生活環境そ

の他の環境をつくり上げていく考え方です。

　新宿区には、多くの外国人をはじめ、様々な人々

が生活しています。区では、移動しやすく、利用

しやすく、わかりやすいまちを目指して、令和２

年３月にＵＤまちづくり条例を制定しました。
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都
立
明
治
公
園

と
り
つ
め
い
じ
こ
う
え
ん
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Uni-Voice

希望の広場

UD
Good

U
D

探
検

隊が行く！ 新宿 UD まちづくりスポット

UD
Good

柔軟な対応ができる可動式の遊具
　全て可動式のインクルーシブ遊具であるた

め、老朽化したときやニーズが変化したとき

など、時代の流れに合わせて変えていくこと

ができます。

UD
Good

様々な楽しみ方ができる３つの広場

　多世代の交流の場となる「希望の広場」、子どもも安心

して遊ぶことができる「インクルーシブ広場」、ゆったり

と座って花々と水景を楽しめる「みち広場」など、自分に

合った場所を見つけて過ごすことができます。

みち広場

インクルーシブ広場

多様な人に配慮された設備

　オールジェンダートイレや多機能トイレ、

点字付きの案内板や多言語対応可能なデジタ

ルサイネージの案内図など、多様な人が快適

に利用できる工夫が各所に施されています。

都立明治公園
Meiji　Park

と り つ

多様なイベントにも耐えられる、

耐圧仕様の天然芝

インクルーシブ広場

の周囲は緩やかに

傾斜しており、

滑って遊んだり

座ったりできる

　天気が良い日はよく利用しています。解
放感があって心地よく、過ごしやすいで
す。今後は子どもをはじめとした多様な人
が楽しめるイベントが開催されることを期
待しています。
（40 代・男性）　

利用者コメント

め い じ こ う え ん

渋谷川の水景を

イメージ

利用者コメント

　家が近いので毎日利
用しています。子ども
が安心して遊べる場所
のほか、犬が散歩でき
る場所やペット OK の
カフェがあり、子ども
やペットにも優しい公
園だと感じています。
（20 代・女性・親子２
人組）

　ウォーキングの会の下見で訪れました。トイレが
使いやすく、座れる場所や緑の多い、とても癒され
る空間です。木々が成長し、暑い日でも快適に過
ごせるようになる数年後を楽しみにしています。
（70 代・女性・４人組）　

利用者コメント

オールジェンダー

トイレの

ピクトグラム

車いす使用者

対応トイレの

ピクトグラム
必要に応じて臨機応変に表示内容

を変更できるデジタルサイネージ

公園内のインクルーシブルート

を点字と凹凸で表した案内板



Uni-Voice

誇りの杜

UD
Good

周囲との境界が無くアクセスしやすい出入口

　公園に複数ある出入口は、隣接する敷地と自然につな

がり、周りの施設や道路からアクセスしやすくなってい

ます。高低差のある公園内は、車いすでも移動できるゆ

るやかな傾斜の道でつながっています。

運営者インタビュー

日本工営都市空間株式会社
都市整備部
吉成さん

東京建物株式会社
新規事業開発部

黒田さん、松村さん

　都立明治公園は、2023 年 10 月に、Park-PFI(※１) を取り入れた初の都立公園として開園しました。より多
くの人に公園で遊具で遊ぶ以外のことも楽しんでもらえるよう、カフェやアウトドアショップ、スパなど様々な
民間施設を導入しており、場所や時間ごとに日々多様な人々が訪れるパブリック空間となっています。
　都立明治公園では、公園によって都市をシームレスにつなぎたいという思いの下、隣の敷地と公園が自然につ
ながるように整備しています。そのため、この公園に訪れた際には「いつのまにか公園に入っていて、いつのま
にかまちに戻っていた」という感覚になります。また、「みち広場」では、通常は境界として柵や植え込みを設
置する場所に、水景やガーデンを設けることで、にぎわいや憩いの場になるよう整備しました。さらに、公園内
にある 8.5mの高低差の解消については、自然に、誰もが利用でき、そしてまちの回遊性につながるよう、「誇
りの杜」の中を大きくうねらせた緩やかなスロープでつなぎ、出入口を複数箇所設ける等の工夫を施しました。
　近年、固定式のインクルーシブ遊具をよく見かけるようになりましたが、私達は「インクルーシブ」の重要な
ポイントは「時代の流れに柔軟に対応できるもの」であると考えています。そのため、「インクルーシブ広場」
の遊具は全て可動式となっており、広場の用途に合わせた取り外しや、利用者のニーズに沿った新たな遊具との
入れ替え等、柔軟な対応をすることが可能です。
　また、公園内には５本のスマートポール（人流計測システム）が設置されており、常に利用者の属性や人数等
の情報収集を行っています。今後は収集したデータを基に公園の運営について改善を行っていきます。
　この公園は施設が完成して終わりではありません。これからが公園としての始まりであり、利用者の声にどれ
だけ対応できるかが大切だと考えています。私たちはPark-PFI で企画から維持管理まで一つのチームで行って
いるからこそ、様々な事柄への柔軟な対応が可能です。今後も「この公園はまたここが変わったぞ」と思っても
らえるよう、「スパイラルアップ」の考え方の下、改善を重ねてより多くの人にとって利用しやすい公園づくり
を進めていきます。

※1 飲食店、売店等の公園利用者の利便を向上させる施設の設置と、そこから生じる収益を活用して公園利用者が 
      利用できる公園施設の整備・改修等を行う者を公募で選定する「公募設置管理制度」のこと。 

隣接する敷地と
自然につながる

出入口

誇りの杜の中を回遊できる

ゆるやかな傾斜の道

利用者コメント

　以前からこの場所を知って
おり、テレビ番組で「誇りの杜」
の木を植えているところを観
ていました。都立明治公園に
なってから初めて来ましたが、
緑が多く、見晴らしがよくて
良い所だと思います。
（60 代・男性）

杜の中を散策できる
通路がある！

100 年後の杜を目指して

成長中の木々

写真提供：Tokyo Legacy Parks 株式会社
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取材・編集：（株）梵まちつくり研究所

新宿区ユニバーサルデザインまちづくりニュースレター 第 13号（令和６年 6月発行）
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歴史から学ぶ　

「バリアフリーデザイン」

という言葉の始まりは？

　（今回のコラムは UＤに詳しい専門家の方からご寄稿いただきました。）
新
宿
区
か
ら
の
お
知
ら
せ

日本女子大学　建築デザイン学部

建築デザイン学科　助教

( 一級建築士・福祉住環境

コーディネーター　１級）

植田瑞昌さん

　
「
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
」
や
「
バ
リ
ア
フ
リ
ー
デ
ザ
イ
ン
」、

近
年
で
は
新
た
に
「
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
デ
ザ
イ
ン
」
と
い
う
言
葉

を
耳
に
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

令
和
４
年
内
閣
府
の
調
査
１
）
で
は
、「
バ
リ
ア
フ
リ
ー
」
と

い
う
言
葉
の
認
知
度
は 

　
・

4
％
、
同
様
に
「
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ

ザ
イ
ン
」
と
い
う
言
葉
の
認
知
度
は 　

・
6
％
で
し
た
。

　

さ
て
、
多
く
の
人
に
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
「
バ
リ
ア
フ

リ
ー
」
と
い
う
言
葉
は
、
い
っ
た
い
、
い
つ
ど
の
よ
う
に
し
て
生

ま
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　

今
か
ら　

 

年
以
上
前
、
国
連
欧
州
会
議
に
て
「
建
築
的
障
壁

（A
rchitectural Barriers

）
が
障
害
者
の
行
動
を
大
き
く
阻
害
し

て
い
る
」
と
い
う
共
通
認
識
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
時
同
じ
く
し
て
、

ア
メ
リ
カ
基
準
協
会
内
に
当
事
者
団
体
を
含
む
チ
ー
ム
を
発
足

し
、
研
究
が
始
め
ら
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
心
人
物

が
イ
リ
ノ
イ
大
学
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
教
育
研
究
所
長
の

Tim
othy J. N

ugent

教
授
で
す
。

　

そ
の
研
究
を
ま
と
め
て
 
 
 
 　
年
に
発
表
さ
れ
た
の
が

「A
m
erican Standard Specifications for M

aking Buildings 
and Facilities A

ccessible to, and U
sable by, the Physically 

H
andicapped

（A
SA

）」（
身
体
障
害
者
が
建
物
や
施
設
を
利
用

し
や
す
く
す
る
た
め
の
米
国
標
準
仕
様
書
）
に
な
り
ま
す
（
写
真

１
）。
そ
こ
に
は
、
車
椅
子
使
用
者
が
利
用
で
き
る
「
ス
ロ
ー
プ

の
勾
配
」
や
「
出
入
り
口
の
幅
」
等
の
基
準
が
記
載
し
て
あ
り
、

こ
れ
ら
の
基
準
は
、
世
界
各
国
に
大
き
な
影
響
を
与
え
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、 
 
 　

 
年
に
国
連
障
害
者
生
活
環
境
専
門
家
会
議
が

各
国
の 　

年
間
の
取
り
組
み
を
と
り
ま
と
め
、
刊
行
し
た
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
の
タ
イ
ト
ル
が
「Barrier Free D

esign

（
バ
リ
ア
フ
リ
ー

デ
ザ
イ
ン
）」
で
す
。
日
本
で
は
 
 
 　

　
　

年
こ
ろ
か
ら
よ
う
や
く

法
制
度
が
整
い
「
バ
リ
ア
フ
リ
ー
デ
ザ
イ
ン
」
と
い
う
言
葉
が
広
が
っ

て
い
き
ま
し
た
。

　

現
在
で
は
、「
バ
リ
ア
フ
リ
ー
デ
ザ
イ
ン
」
と
は
物
理
面
だ
け
で

は
な
く
、
社
会
的
、
制
度
的
、
心
理
的
、
情
報
面
で
の
障
壁
な
ど
を

取
り
払
い
、
さ
ま
ざ
ま
な
障
害
者
や
高
齢
者
、
子
ど
も
連
れ
や
妊
婦

等
が
不
便
な
く
生
活
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
と
い
う
考
え

方
と
し
て
周
知
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

長
い
歴
史
の
中
で
「
バ
リ
ア
フ
リ
ー
デ
ザ
イ
ン
」
は
「
ユ
ニ
バ
ー

サ
ル
デ
ザ
イ
ン
」
へ
と
受
け
継
が
れ
て
い
き
ま
す
が
、
元
々
は
、
ひ

と
り
ひ
と
り
が
ふ
つ
う
の
暮
ら
し
を
し
た
い
と
い
う
願
い
（
ノ
ー
マ

ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
理
念
）
が
根
幹
に
あ
り
、
そ
の
た
め
に
必
要
な

環
境
の
整
備
は
私
た
ち
一
人
一
人
が
つ
く
り
、
繋
げ
て
い
く
も
の
で

す
。
新
宿
区
U
D
ま
ち
づ
く
り
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
V
o
l . 

６

(

2
0
2
2)

で
お
伝
え
し
た
よ
う
に
、「
障
害
」
は
個
人
の
問
題
と
す

る
の
で
は
な
く
、「
環

境
」
に
よ
っ
て
も
た
ら

さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
こ

と
を
忘
れ
な
い
で
ほ
し

い
と
思
い
ま
す
。
私
た

ち
が
住
む
ま
ち
が
、
誰

も
が
共
に
住
み
や
す
い

ま
ち
に
な
る
よ
う
に
で

き
る
こ
と
か
ら
始
め
ま

し
ょ
う
。

ニュースレターの 「バックナンバー」 を是非ご覧ください！

　これまでの UD まちづくりニュー

スレター（創刊号～第 12 号）は、新

宿区の HP から PDF ファイルで閲覧

できます。新宿区内の公園や広場な

どの紹介のほか、UD についてのコラ

ムも掲載しています。

新宿区の HP はこちら→

参
考
文
献
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野
村
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：「
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
足
跡
」
日
本
生
活
支
援
工
学
会
誌
V
o
l .
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（
１
）
内
閣
府
「
令
和
４
年
度
バ
リ
ア
フ
リ
ー
・
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
に
関
す
る
意
識
調
査
報
告
書
」,

2
0
2
3

（
１
）

写真１　身体障害者が建物や施設を利用し

やすくするための米国標準仕様書（ASA）

96

60

65
10

1
9
6
1

1
9
7
4

1
9
9
0


